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令和３年度 第 1 回 吹田市立図書館協議会（会議録要録） 

 

開催日時：令和３年（2021 年）7 月１５日（木） 午後 2 時～4 時３０分 

開催場所：吹田市立中央図書館４階集会室 

 

出席委員）瀬戸口委員長、柴田副委員長、髙田委員、久保委員、飯田委員、武田委員、 

羽間委員、岩本委員、礒田委員、鈴木委員 

事務局）木戸地域教育部長、道場地域教育部次長、林野中央図書館長、桑名参事、 

大平参事、添田主幹、北野主幹、林江坂図書館長、梶原さんくす図書館長、 

（以下5名はオンライン参加） 

牧瀬千里図書館長、佐野千里山・佐井寺図書館長、伊藤千里丘図書館長、 

長尾健都ライブラリー館長、森山田駅前図書館長 

傍聴者）２名 

 

令和３年度 第１回吹田市立図書館協議会次第  

（１） 新任委員について 

（２） 第２次吹田市立図書館基本構想（案）の策定について 

（３） 「令和２年度（2020 年度）吹田市立図書館点検・評価報告書」（案）作成について  

（４） 報告事項 

ア．「令和３年度（2021 年度）吹田市立図書館基本方針と目標」について 

イ．新型コロナウイルス感染症に係る対応について 

ウ．北千里小学校跡地複合施設整備の進捗状況について 

エ．江坂公園のパーク PFI に係る江坂図書館の再整備について 

オ．自動車文庫次期事業について 

カ．「すいた電子図書館」のサービスの開始について 

キ．読書貯金「すいぽんつうちょう」の市立小学校全児童への配布について 

（５） その他 

ア．次回日程について 

イ．その他 
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１ 新任委員について 

 瀬戸口委員長：それでは次第の１ 新委員紹介 を事務局から説明をお願いします。 

桑名参事：本日お配りした資料の吹田市立図書館協議会委員名簿をご覧ください。 

今回１名の委員の方がお変わりになりましたので、ご説明いたします。 

家庭教育関係者として吹田市 PTA 協議会よりご推薦いただいていました山本委

員につきましては、役員改選に伴い辞任され、後任の委員として髙田様をご推薦い

ただきました。今般、教育委員会議におきまして委員１名の方の交代が承認されまし 

た。以上でございます。 

委員自己紹介 

 

２ 第２次吹田市立図書館基本構想（案）の策定について 

         瀬戸口委員長：次第の２ 「第２次吹田市立図書館基本構想（案）の策定」に移りたいと思い

ます。事務局から説明をお願いします。 

 大平参事：第2次吹田市立図書館基本構想（案）の策定について、スケジュール等の進捗状

況をご説明申し上げます。まず、「趣旨」でございますが、本市の図書館活動の指針

となる吹田市立図書館基本構想は、平成２５年（２０１３年）に策定してから10年が

経過しております。国・社会の動向や図書館の現状と課題を踏まえ、次の10年間の

図書館活動の指針となる第2次吹田市立図書館基本構想（案）を令和５年（2023

年）３月に策定を予定しております。現図書館基本構想は、図書館未設置地域に新

たに図書館を設置することなど、ハード面の整備を主な目標としておりました。昨年

11月に健都ライブラリーが開館し、中央図書館も耐震改修工事を終えてリニューア

ル開館し、また、江坂図書館や北千里分室の再整備の取り組みも進んでおります。 

第２次図書館基本構想については、一定整備が完了した図書館網を活用し、図書

館としてソフト面の事業をどのように展開していくか、今後の方針を定めて参りたい

と思っております。タイトルを「第２次図書館基本構想」としておりますが、今回はソフ

ト面、サービス面を中心とした計画であることから、それがわかるようなタイトルも考

えていきたいと思っているところでございます。 

次に「スケジュール」についてご説明申し上げます。資料の内、横判カラー刷りの

「第２次図書館基本構想策定スケジュール（案）」をご覧ください。表の縦軸に、現在

図書館が取り組んでいる計画や会議体を項目として並べ、横軸でスケジュールの

時系列をお示ししております。上から５番目「作業部会（図書館）」の欄を中心にご説
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明します。今年度、令和３年（２０２１年）６月から１０月にわたり、課題の抽出や検討を

行ってまいります。８月に市民アンケートを実施し、市民の意見を聴取いたします。１

１月～令和４年（２０２２年）８月にかけて素案を作成し、令和５年（２０２３年）３月の策

定を目指します。 

策定にあたっては検討会議を設置し、図書館で作成した素案を基に、関係部署

から意見や助言を聴取します。パブコメについては、令和４年（２０２２年）９月を予定

し、併せて本図書館協議会へも諮問を行い、基本構想案をまとめて参ります。 

図書館協議会への諮問の時期については、最終完成した素案に対して、パブコメを

実施する令和４年（２０２２年）９月の前に諮問をし、令和５年（２０２３年）２月頃の答

申をお願いしたいと考えております。素案の完成までの工程としましては、本会の開

催の時期に合わせて、進捗過程ごとに意見聴取をさせていただくことを予定してお

ります。 

なお、課題の抽出や検討にあたっては、現行の基本構想のアクションプランを元

に、目標の達成状況などの総括を行う手法を考えております。 

スケジュールの最下段についてですが、この第２次図書館基本構想（案）策定と並

行し、「第２次子ども読書活動推進計画」と「読書バリアフリー計画」の策定も予定し

ております。「子ども読書活動推進計画」は令和４（２０２２年）年８月、「読書バリアフ

リー計画」は令和５年（２０２３年）１月の策定を予定し、関係部局とも協議を重ねて

参ります。図書館基本構想には両計画書の内容も盛り込んでまとめていく予定とし

ております。 

次に「進捗状況」について、現在の状況をご説明申し上げます。 

現在、市民アンケートの実施に向けて準備をすすめております。８月中に市民 

2，500 名を無作為抽出し郵送によるアンケートを行う予定です。来館者アンケート

及び Web アンケートも並行して実施する予定です。 

アンケートの内容は別紙「図書館市民アンケート（案）」をご覧ください。 郵送 ア

ンケートは非来館者も含むため、図書館利用の有無やその理由、図書館の将来像

など広範囲にわたる設問を行います。また、平成22年（2010年）、平成２９年

（2017年）実施の吹田市市政モニタリング調査と経年比較を行うための設問も設

けています。 

こちらの内容は、事前に聴取させていただいた意見と、図書館での修正部分を含

めて、まとめたものとなります。赤字が協議会委員のご意見で修正した箇所で、紫
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字が先行して図書館で追加修正した箇所となります。 

いただいた意見とその対応については、別紙「ご意見・ご質問を受けての変更一覧

表」にまとめております。 

では、「図書館市民アンケート（案）」の方を、変更した箇所を中心に、順にご説明

申し上げます。 

一枚めくっていただいて「あなた自身について」は大きな変更はございません。

「読書習慣について」ですが、当初電子書籍も含めた読書習慣について尋ねようと

考えておりましが、後段で電子書籍に関する質問を設けたところから、電子書籍は

省いた質問としました。問16、１７は「子ども読書活動推進計画」でも活用できる設

問としました。こちらは、毎日新聞社が継続して実施している「読書世論調査」の設

問から引用させていただきました。全国調査から引用することによって、吹田市の結

果と比較もできると考えております。次、問２３吹田市の図書館サービスの満足度に

関する設問ですが、これは館に依拠しない吹田市の図書館サービス全体について

の設問としております。当初、重要度の選択肢も用意していましたが、これも基礎的

な部分になりますので、外しました。以降、質問の選択肢が多い項目がたくさんあっ

たと思うんですが、それはわかりにくいということでテーマごとに分けた方がよいか

となり、まず問２４を図書館サービスの広報活動についてというグルーピングでまと

めなおしました。同じく問20、問25についても、一番利用する館について、お答え

いただけるよう質問をグルーピングしたものになります。これは重要度と満足度を測

っておりますので、利用する館によっては、状況が違うものが浮かび上がってくる可

能性はあります。問25、26、27については、新たに設定した質問になります。問２６

については、自動貸出機や予約棚などICタグを使った蔵書管理等を導入しており

ます。利用のスタイルが大きく変わったということもありまして、吹田市立図書館の

大きな変化だと思いますので、その点について市民意見をお聞きしようという設問

になっております。同じく問２７については、今年の１月から延滞に対するルールが変

更になりました。それまでは2週間の貸出に対して、そのあと返却日を過ぎて１週間

の猶予期間、すなわち最長3週間までは、罰則的なものはなくて予約も貸し出しも

できるというようなルールになっておりましたが、この1月から、1日でも過ぎたら、い

ったんブロックがかかるという厳しいものに変更しました。それに対して、市民の方

はどういったご意見をお持ちなのかというところをお聞きしたく、こういった設問を

用意しております。ただ、予約のない資料については、以前は１日でも過ぎると延長
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手続きができなかったんですけれども、今回の変更により次に予約がなければ、延

長手続きというのができるようになっております。次に「図書館での市民活動につい

て」ですが、これは図書館の市民活動（ボランティア活動）についてという切り方にし

ております。11ページから１２ページについては、元版ではなかったものですが、読

書バリアフリー計画の策定に活用できる設問にできないかということで、大きく切り

出して障害者サービスについてということの設問を新たに設定させていただきまし

た。最後のセクションで、13ページから、「これからの吹田市立図書館について」の

設問になっております。１４ページからの設問に対して、図書館を利用されていない

方には「わからない」としか答えられないのではないかという意見も事前にいただい

ていましたが、これはあえて設けております。 

最後の問３５で、吹田市立図書館で今後求められると思うサービス、役割はどう

ですかという設問がありまして、これは一番重いと言いますか大きい要素だとは思

うのですが、これから実際に基本構想のところで、この部分は考えていって、語って

いくというようなところだと思います。この設問の選択肢がどこから出てきたのかで

すが、今までの政策的な場であったり、いろんな場で話題にあがったり議題になっ

た項目を、トピックス的に持ってきております。ですので、新しいサービスとして、現

状はやってないですけど、今後やっていけたらいいなというところも入れさせてもら

っております。以上で、アンケートの内容、修正点等の説明を終わらせていただきま

す。 

瀬戸口委員長：ただ今から、委員の皆さんからの意見を伺いたいと思います。基本構想の策

定のこと、市民アンケートのことと盛りだくさんの内容だったと思いますので、それぞ

れのお立場でご意見、ご質問を頂けたらと思います。 

礒田委員：吹田で一番新しい、岸部の図書館をはじめ、吹田市の図書館をいくつか拝見させ

ていただきました。私自身、建築・設計を業としておりまして、約 50 年前に、大学で

基礎教育を受けまして、そのときから、図書館というのは、非常に建築家冥利につ

きる建物で、図書館の目的っていうのは、極めて簡単なところで、人と本が寄り、ど

れだけ近く関係を持てるかということを作る空間であり、それには、ただ単に書棚に

本が並んでいるだけでは、これ全く意味のないことであって、最も重要なのは、あの

当時、英語で言われて、私の若い頃なんかはっきりよくわからなかったんですが、ブ

ラウジングという言葉で、本と人が、それが子供であれ、お年寄りであれ、非常にリ

ラックスした空間で、あらゆる本と親しめる場が重要であるといったことを学んで、
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そのブラウジングという空間を、いかにして設計するかというのが重要であるという

こと、実はもう50年も前に学びましたが、正直申し上げて日本の市町村のごく普通

の公立図書館でブラウジングを整備しているというところは、ほとんど皆無だろうと

いう気がしています。そして、きちっとそういうものを用意したのが、例えば安藤忠

雄さんが東大阪市に作った司馬遼太郎記念館とか、この前、中之島につくった子ど

も図書館ですとか、それから東京の国立博物館に併設された子ども図書館とか、日

本でも数少ないと図書館、しかも 100 億というふうなお金をかけた図書館でしか、

このブラウジングという空間が完備されてないように思います。実際問題、完璧なブ

ラウジングをやろうと思ったらそら、もうかなりの費用かかるんですけど、ただ、５億、

１０億の図書館でも、少しでもブラウジングを用意しようという発想があれば、わず

かな面積であれ、作れるのではないかと思っています。それができれば、次から次

へと図書館の専門職の方、建築の設計者、そして利用者で、図書館というのはこう

いうもので楽しいものだということが、語り継がれていけば、ブラウジングが本物の

空間となって、作られていくんじゃないかと思っております。これからそういうものを

みんなでもって、作っていけたらいいなと考えております。 

瀬戸口委員長：ただ今、ブラウジングというお話がありましたが、日本では貸出が中心で閲覧

のところが少し弱い、ということもありますので、今後そういった面も意識して図書

館サービスを運営、また基本構想の中にも、そういった要素を入れていけたらとい

うご意見として頂戴したいと思います。他にございませんか。 

鈴木委員：電子書籍のサービスを７月から実施されておられます。それで、思うんですけれど

も、図書館というのは人が足を運んでこそ図書館であって、仮想空間で本を貸した

り借りたりすることで、延滞ということなどなくて、すごく便利は便利なんですけれど

も、人と人との接触といった大事なことがだんだんなくなっていくのではないかとい

う不安があります。それともう一つ、１０年前と生活様式は、ほとんど変わっていると

思います。ですから読書時間っていうのは、皆さんどこで確保されているかってい

う確認も必要だと思うんです。通勤時間とか、それからネットを確認する時間の方

が読書よりも大事とか、それをもっと上回る魅力的な何かがあったらとか思うんで

すよ。ですから電子書籍に対する考え方っていうのをよくお聞きしたいなと思って

おります。以上です。 

瀬戸口委員長：ありとうございます。電子書籍に対して、図書館の考え方をお聞きしたいとの

ご質問ですけれども、いわゆる対面でのサービスとの関係性ですとか、今後の見



7 
 

通しなどありましたらお願いします。 

大平参事：読書の環境というのは、時代によって変わっていき、これから先も変っていくもの

かと思います。そういった中で新しいサービスとして電子書籍が始まったところでご

ざいます。１０年、２０年先までは読めないんですけれど、電子書籍が入ったからと

言って紙の書籍の価値が失われる、需要がなくなることは、拙速にはまったく考えて

おりません。電子図書館サービスについては、あくまでも図書館サービスの中の、

プラスの部分と考えております。 

利用者にとっても生活スタイルが変わってきており、図書館をあいている時間に

利用できないという市民の方も多くおられるかと思います。そういった方に対して、

一つの提案として電子図書館サービスもありますよ、それでしたら来館されなくても、

カードがあればご利用いただけますよってことで、そこを入り口に紙の本をもっと読

んでいただけたら、図書館の方へご利用が広がってきたらそれはいいことだと思い

ますし、今はそういうことで考えております。どちらも大切です。吹田市内の図書館

は館数がこれだけ整備され、ハードの整備は一定終わりましたが、これで終わった

のではなく、これからはハード、館を使った次の１０年ということを構想の中で考えて

いこうと思っております。そのハードも重要なコンテンツの一つとして使っていく。先

ほどブラウジングの話もありましたけれども、各館で特色を持っていくのか、また館

を使ったパフォーマンスをどんどん出していくといったことも視野に入れていこうと

考えております。 

瀬戸口委員長：どちらも大事ということですね。先ほどの礒田委員のご意見にもありましたブ

ラウジング、閲覧サービスと電子書籍サービス、その辺りをどうやっていくかという

ことが構想の中で考えていくことですね。こういった社会状況を考えると、そういう

対面でない部分を重視していかざるを得ないところはありますけれども、人と人を

つなぐという役割も大事だと思いますので、その辺りもまた今後協議会でも具体的

にどういう形で実現していくかということを話していきたいと思います。もう１点ご質

問があったと思うんですけれど、読書の場、読書時間の確保についてはアンケート

の中でも取り上げられないか検討をお願いします。 

大平参事：検討いたします。 

鈴木委員：パソコンの設置というのは、図書館によって数が決まっているんでしょうか。 

大平参事：設置数には違いがあります。ニーズによって数を決めているところもあれば、設置

場所も限られていますので、小さい館にはあまり台数を置けないというようなところ
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もありまして、ばらつきもある状態です。 

瀬戸口委員長：僕からも質問させていただきたいんですけれど、例えば、このアンケートの中

にも設問がありますが、Ｗｅｂで、例えばタブレットなどで、新聞を読む場合は、これ

は電子書籍を読むというのかどうかという点はどうでしょうか。 

大平参事：今回の設問の前提としては、電子書籍ではないと考えています。 

瀬戸口委員長：そうなると一般の人と認識の違い、若干ギャップがあるのではないか。多分、

電子書籍って言われると、割と専用のコンテンツっていうそういうようなものを私は

イメージします。アンケートをどうするかという問題もありますが、一般の方の認識

としてはその区別はなくなっているのかなと思います。 

大平参事：そのことについては悩みました。確かに電子書籍の方が逆にいろんな媒体がある

ということで、1 冊、２冊の概念すらないような媒体も多々あるというところで、これ

を次の設問で「1 ヶ月に何冊読みますか」というような設問につなげていくのが、な

かなか苦しいなというところで、もうここスパッと紙の媒体ということで、数えられる

ものを対象に回答していただいて、ここに含まない電子書籍については次のセクシ

ョンで意見を拾い上げられたらなということで、構成しております。 

瀬戸口委員長：その他、何かございませんか。 

飯田委員：すごく具体的なところになってしまうんですが、私は北千里の住民ですので、いつ

も今、工事をしている北千里小学校跡地複合施設の横を毎日通って買い物に行っ

たり、電車に乗ったりしているんですが、そういう住民がたくさんいますので、皆さ

ん、すごく北千里の複合施設に期待をしていると思います。新しい図書館が建つの

は、本当にうれしいんですけれども、今日の資料の中にもすでに建物を建てている

というところに移っていて、もうその段階なんだと思うんですけれども、協議会の中

でほとんどこの北千里図書館のことをお話する機会がなかったと思うんです。ずっ

とコロナで皆さんにお会いしたこともなかったので、もう一度、その内容的なことと

か、この資料によりますと、やっぱりこの施設の人が館長を兼ねると書いてありまし

て、館長さんを置かないというのは、もう決まっていることなのかもしれませんが、

そのこととか他に例えば司書さんがどのくらいの人が入るのか、とか図書館の構想

はどうなるのかとかもう少し中味のことも整理していただけるとありがたいなと思い

ます。さっき人と人が出会って図書館を創り上げていくものだという話もありました

けれど、ほんとに北千里は分室っていうこともあって、直に身近に図書館員さんとお

話する機会がたくさんありましたので、北千里の住民は図書館はそういうものだと
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思っていると思いますので、できたらそこも維持していただけたらいいなと思います。

そして、館長さんがいないことで何か変化があるのか、北千里の図書館に司書さん

が配置されて、その中で集約する人がおひとりおられるとしたら、その方は他の図

書館の館長さんたちとの会議に出られたりするのかなということを知っておきたい

と思います。 

北野主幹：昨年度コロナ等の関係でほぼ書面開催でのご報告やご意見をいただくという形を

取りましたこと、申し訳ございません。令和３年（２０２１年）2 月定例会におきまして、

指定管理者制度の導入につきましては、議会で議決をいただいて、現在進めてい

るところでございます。後程、次第の中で詳細について御説明させていただきます

が、今、活動いただいている地域の団体等の皆様には市職員が引き続き、直接サ

ービスの提供を行うということの方針は変わるものでございませんので、ご安心し

ていただく中で、ご利用いただきたいと考えております。また先ほどご提案いただい

ておりましたブラウジングにつきましても、小さいながらですけれども、ブラウジング

コーナーを設け、やはり図書館は人と人をつなぐというところを原点とした北千里小

学校跡地複合施設でございますので、そちらを目指して、最初からの基本計画にの

っとって整備を進めておりますので、後程また改めて詳細をご説明させていただき

たいと考えております。よろしくお願いいたします。 

瀬戸口委員長：北千里小学校跡地複合施設については、後程、報告事項でもありますので、

その時にまた御意見を伺いたいと思います。基本構想について他になにかありまし

たら、お願いします。 

岩本委員：基本構想の策定ではありませんが、先ほど紙の本も電子書籍もどちらも大事だと

いう話が出たんですけれども、以前、送っていただいた資料の中に今年度の予算の

ことがありまして、そこで電子書籍の予算が増える分、紙の本の予算が減らされて

いたと思うんですね。完全にその分というわけではないんですけれども。今後のこ

とが心配になりまして、紙の本の予算についても、今後とも維持・拡大していただく

ようにぜひ考えていただきますようにお願いいたします。 

北野主幹：中央図書館総務・企画を担当しております。予算計上につきましては、私のグルー

プ方でとりまとめをいたしておりますが、令和３年度（２０２１年度）につきましては、

例年どおりの紙媒体の資料等の予算を確保することができました。また、紙の書籍

については庁内でも理解をいただいているところですので、引き続き予算について

は、最低でも現状維持は守っていけるように今後も努めてまいりますので、ご理解
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の程、よろしくお願いいたします。 

 

３．「令和２年度（2020 年度）吹田市立図書館点検・評価報告書」（案）作成について  

瀬戸口委員長：他にも御意見あるかと思いますが、次の案件もありますので、また後程お伺

いしたいと思います。それでは、次、次第の３「令和２年度（2020 年度）吹田市立図

書館点検・評価報告書」（案）の作成について、事務局の説明を求めます。 

桑名参事：こちらの案件につきましては本日お配りしている資料はございません。口頭での、

ご説明をさせていただきます。 

吹田市立図書館点検・評価報告書につきましては、先ほどから第２次基本構想策

定のお話もございましたが、平成２５年度（２０１３年度）に作成いたしました、吹田市

立図書館基本構想に沿って、定めておりますアクションプランの課題と、各事業に図

書館の自己評価と図書館協議会の委員の皆様による外部評価をいただいて毎年

行っているものでございます。こちらには、主に文章を中心に実績等を記載しており

ましたが、昨年度実施の令和元年度分より、より客観的な評価となるよう、実績を表

形式でまとめて、補足説明を文章で追加する形に変更しております。ただ昨年度の

評価の際にも委員の皆様からご指摘をいただいておりましたが、そもそも目標値が、

平成 25 年度（２０１３年度）に定めたものということで、今の時代に合ってないもの

があるということ、また、昨年度はまだ一部ではございましたけれども、新型コロナウ

イルス感染拡大防止のための、臨時休館期間があったこと、またちょうど中央図書

館が耐震補強工事のために、吹田市の中でも大きな図書館が閉めていたというこ

とで、数字的なことに関して言いますと、目標値を達成できない要素が多々あったと

いう年でございました。その中で、その年度内にも目標値の修正といいますか、調

整ができないかということを検討いたしましたが、現段階では、客観的に代わる数

値、修正した目標値、修正した数値をお示しすることが難しかったということで、昨

年度、評価をそのまましていただいた次第でございます。今回、令和 2 年度の評価

につきましてはさらに 1 年間、新型コロナウイルスの感染拡大防止のための臨時休

館ですとか、一部閉鎖してのサービスということが続きました中で、今後の課題とい

たしましてはやはり通常のサービスを行えない状況下での影響を考慮した上での目

標値をどうしていくかということが課題でございますが、そちらにつきましては昨年

度の評価の際にご説明、お願いさせていただきましたけれども、現在策定しておりま

す第二次基本構想の時には、そういったことも踏まえた上で、評価なり、サービスを
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推進できるような形にしていきたいと思っております。 

話が前後いたしましたが、今年度につきましても、昨年度と同じような形で、形式

が整いましたものを、委員の皆様に郵送させていただきますので、評価そのものに

ご意見をいただきつつ、評価点をつけていただいたものをご返送いただきまして、

それを集約いたしましたものを、次の協議会の時にかけさせていただくという形にさ

せていただきたいと思っております。 

また、同時にちょうど１０年間の総括という時期にも入っておりますので、１０年間

の総括というものにつきましても、あわせて評価表を作りまして、委員の皆様にお送

りしたいと思っておりますので、お忙しい中、大変恐縮でございますが、ご協力いた

だきますようお願いいたします。 

以上でございます。 

瀬戸口委員長：今の説明にあったように、このコロナ禍の中で開館日が少なくなったというこ

とで、従来の評価というところの指標等がそのまま使えないということに関連して、

またその他の点についても何かありましたらお願いします。 

特にないようでしたら、次に次第の４に移ります。 

 

4.報告事項  

ア．「令和３年度（2021 年度）吹田市立図書館基本方針と目標」について 

林野館長：吹田市立図書館の基本方針と目標につきましては、案件２にございました「吹田市

立図書館基本構想」に沿って策定したアクションプランによる単年度ごとの主な事

業計画と目標をまとめたものでございます。 

毎年、年度初めにお示ししているものでございますが、令和２年度（２０２０年度）

は、年度当初より新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休館が繰り返され

まして、年度の目標を定めきれないまま１年を終えてしまい、１年飛ばして今年度が２

年ぶりの作成となります。本来ならば、令和２年度の点検・評価をしていただくにあ

たって、まず令和２年度の目標があっての評価でありますが、それがない状態で評

価をお願いすることとなり、たいへん申し訳ございません。そして、今回のものでご

ざいますけれど、以前は、主に文章を中心に記載しておりましたが、図書館協議会

からの御指摘もあり、アクションプランに提示している各事業について今年度の目

標をよりわかりやすくお示しできるよう今回よりできるだけ表形式でまとめたものに

しております。また、後半部分につきましては、各図書館の運営について、できるだ
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け箇条書きで記載するように努めました。 

この基本方針と目標につきましては、次の第２次吹田市立図書館基本構想（案）

の策定に向けて、形式や目標の立て方を含めて検討をすすめてまいります。 

 

今年度の基本方針についてでございますけれども、１ページ目、市内全体の状況

につきましては、来館者のところでございますけれども、のべ約１０９万人と前年度よ

りも５０万人ほど減少しておりまして、前年度比６８％と大幅に減少しております。昨

年度は新型コロナウイルスによる臨時休館やサービスの制限が続いたことの影響が

大きかったと思われます。しかしながら、個人貸出冊数は前年度比７７％ということ

で、来館者数の６８％と比べまして下げ幅がいくらか小さくなっており、また、こちら

にはお示ししていない数値ですが、予約の受付件数は、前年度比１０４％と増加して

おり、限られた開館の中でも図書館や資料を必要としていただき、ご利用いただい

たものと考えております。今後は、ウィズコロナ、アフタ―コロナの状況下でのサービ

スについての目標設定が課題と考えております。 

 

       基本目標の１、地域の情報拠点として、いつでも、どこでも、だれにでも、役立つ図

書館サービスを目指します、ここでは主に施設と資料の利用についての目標を掲げ

ております。 

取組み１ まず、先にご説明いたしました第２次吹田市立図書館基本構想（案）の

中で中央図書館を含む図書館の活動についてお示しできるよう今年度準備をすす

めてまいります。 

サービス網の整備につきましては、現在、北千里小学校跡地複合施設の整備、江

坂図書館の再整備、自動車文庫の次期事業と３つのプロジェクトが同時進行中で

ございます。後ほどの次第でそれぞれ進捗状況をご説明いたします。 

広域連携については、令和２年（２０２０年）4 月に吹田市が中核市に移行したことを

きっかけに、府県をまたいで、西宮市、尼崎市、豊中市、吹田市が隣接していることか

ら、NATS 図書館連絡会を立ち上げまして、今後の連携を探っていくことになったも

のです。これまで大阪府下や北摂地区の図書館間で比較させていただくことが多かっ

たのですが、今後は同規模の中核市も情報交換、情報共有しながら参考にしていきた

いと考えております。 

続きまして、取組み２ 利用促進でございますが、年間貸出冊数の目標値について
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は、吹田市立図書館基本構想策定時の目標値を記載しておりますが、実際の数値と

大きな解離があることから、第 2 次基本構想策定時の課題と考えております。 

取組み３ 資料と情報の提供につきましては、写真、レコード、カセットテープなどア

ナログ資料のデジタル化を含んだ保存が課題となっております。一方、行政資料など

デジタルのみで発行される資料の収集・保存についても課題となっており、今度の方

向性を早急に探る必要がございます。 また、新たな試みとして、今年度、電子図書の

サービスを開始いたしました。後の議事で報告させていただきます。 

 

基本目標の２ 生涯学習を支援して、仕事や暮らしを豊かにする図書館サービスを

目指します、でございますが、図書館が提供している各種サービス内容を掲げており

ます。今まで続けてきた取組みを後退させること無く充実させることを心がけていきま

す。 

また、吹田市の図書館として、博物館をはじめ環境政策室、保健センターなど各部署 

との連携をすすめてまいります。 

今年度の重点的な取り組みといたしましては、非来館型のサービスとして電子図書

館サービスを開始いたします。この他、案件１のご説明の中にもございました「吹田市

読書バリアフリー計画」の策定に取り組みます。それから、昨年１１月にオープンいたし

ました健都ライブラリーを中心に近隣の医療機関と連携企画や健康・医療情報に関す

る情報発信を行ってまいります。 

 

基本目標３ 子育てや学校の支援を通して、子どもの健やかな成長に役立つ図書館

サービスを目指します、ということで、まず、平成25年の改訂から７年が経過いたしま

した「吹田市子ども読書活動推進計画」の第２次計画の策定に取り掛かります。また、

学校との連携につきましては、「吹田市子ども読書活動推進計画」においても、配本便

の確立が課題となっておりました。この度、９月から市内の小中学校への定期連絡便

の運行を実施いたします。あわせて、中央図書館に子ども読書活動支援センター機能

を設置し、子どもの読書にかかわる活動を行う団体等への支援を統括的に行う準備

をいたします。後の案件で詳細についてご報告いたします。図書館独自の子どもの読

書環境向上のために行事などの読書振興の取組はこれからも継続して取り組んでい

きたいと考えております。 
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次に、今年度の各館の運営についてでございます。中央図書館はじめ各図書館ご

とに、まず各館のコンセプトを掲げ、昨年度の課題、そして今年度の課題という形で記

載しております。以上でございます。 

 

イ.新型コロナウイルス感染症に係る対応について 

桑名参事：昨年度より新型コロナウイルス感染症に係る図書館の対応について、協議会の際

にご報告させていただいておりましたが、今回も、現在の状況についてご報告させて

いただきます。今年度に入りましても、大阪府に緊急事態宣言が発出された際には、

臨時休館をいたしまして、予約資料の貸出のみを行っておりました。その後、大阪府

下のまん延防止等重点措置に移行してからは、一部制限をしながら、開館を継続し

ております。一部制限につきましては、館内にはお入りいただき、資料をご自身で閲

覧していただいて、書架から直接選んで借りていただくことはしておりますけれども

座席数の間引きですとか、例えば、インターネット端末の利用時間を短縮したりとい

う形で、開館を継続しております。ただ緊急事態宣言が解除されまして、館内にお入

りいただいてのご利用ができるようになってからは、朝から多くの市民の方にご利用

いただいておりまして、やはり皆様、図書館に実際に資料をえらんで借りられること

を待っていただいていたんだなと改めて感じた次第でございます。また行事につきま

しても、通常よりも、定員を減らしたりですとか、通常ならば申し込みなしで気軽に参

加できるような形で実施していた行事も事前申し込み制にしたりですとか、まだまだ

市民の皆様にご不便をおかけしている状況でございますが、感染防止対策をとりな

がら少しでも楽しく図書館を使っていただけるように努力しておりますので、またお

気づきの点などございましたら、ご意見をいただけたらと思っております。 

 

 

 ウ．北千里小学校跡地複合施設整備の進捗状況について 

北野主幹：まず標題といたしましては、資料１ 北千里小学校跡地複合施設整備工事について、

となっております。 

項番１といたしましては、建設工事の予算額をお示ししております。3 月３日に一般

競争入札を実施いたしまして、項番２番、工事事業者等を決定いたしました。建築工

事につきましては、大鉄・ビック特定建設工事共同企業体、電気設備工事につきまし

ては、中央・栄特定建設工事共同企業体、機械設備工事につきましては、鳳・大設特
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定建設工事共同企業体、工事監理につきましては、これは設計を担当いたしました

事業者に引き続きお願いいたしまして、内藤・大和建築設計共同企業体にお願いい

たしております。 

工事関係の事業者につきましては、中央図書館、健都ライブラリーで携わっていた

だきました実績のある事業者が落札しております。 

各工事についての契約額は割愛させていただきまして、一番下の契約総額につきま

しては、18 億 5,144 万 7,400 円、とうことで、そのうち面積按分で図書館負担分と

いたしましては、8 億 6,762 万 5,000 円となっております。 

項番３番、北千里小学校跡地複合施設の建物構造、及び面積でございますが、こ

ちらの特記することといたしましては、一部木造となっておりまして、能勢産のスギや

ヒノキを一部取り入れております。 

地下 1 階地上 2 階建てとなっておりますが、こちらは建築業界の言い方でして、地

下１ 階というのは法面下約5メートルからのエレベータ棟を建設することによるもの

で地下がある建物という意味合いではございません。 

項番４番、今後のスケジュールでございますが、予定としましては、令和 4 年 7 月 

２9 日に竣工予定となっております。一応、こちらで工事検査も完了と思っておるとこ

ろなんですが、念のため 8 月 15 日の引き渡しを考えておりまして、そこから準備を

開始いたします。令和 4 年 11 月 22 日に供用開始を予定いたしております。2 枚目

にお示ししております資料につきましては、「地域の皆様へ」となっておりまして、工事

を開始する前に、地域の方々に配布いたしました資料になっております。こちらの資

料につきましては参考資料としておりますので、ご説明は割愛させていただきますが、

現在工事の進捗としましては、基礎工事、地盤改良等に着手しているところでござい

ます。 

最終ページでございますが、資料②北千里小学校跡地（まちなかリビング）指定管

理業務の資料をご覧いただけますでしょうか。こちらは、先ほど御質問いただきまし

たとおり、令和３年２月定例会におきまして、まず北千里図書館を設置することの条

例改正及び、こちらの施設につきましては地区公民館、児童センターと多世代交流を

目的として地域の活性化に寄与すること目的として指定管理者制度を導入する条例

改正を行いました。 

項番２といたしましては、運営の考え方をお示ししております。真ん中の北千里図

書館につきましては、開館時間につきましては、図書館が核となっておりますので、 
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１０時～２０時までを考えております。先ほどご質問いただきました縦軸 3 番目になり

ます施設長でございますが、指定管理者が設置いたしまして施設の館長を兼ねると

いうふうにさせていただいております。副施設長につきましても、指定管理者の副館

長と考えております。指定管理者が行う業務といたしましては、図書館に関するとこ

ろといたしましては窓口等の受付業務、こういったところをお願いすることを予定して

おります。ただ、一番下の 3 施設で連携する世代間の交流促進事業ということで、あ

くまでも、縦軸一番下にございます、市が行う業務といたしましては、レファレンス、選

書、市の主催行事、地域の読書活動の推進、学校連携は、司書の資格を有する市職

員を配置いたしまして、引き続き、指定管理者を導入していない他館と同等レベルの

サービスを維持させていくことを考えております。市職員につきましても現在 6 名の

配置を考えております。館長につきましては、市職員として館長という名前のものは

配置しない予定でおりますけれども、それに匹敵する、責任のある職員の配置は必

ずさせていただくということは考えておりますので、地域連携についてはご心配いた

だかないよう進めていきたいと考えております。 

裏面の項番３をお願い申し上げます。現在、指定管理の委託料につきましては、5

年間で 5 億３３５万円で予定をいたしております。うち図書館の担当といたしまして

は、2 億 5845 万 9 千円程度の指定管理委託料の積算をしております。 

項番４番のスケジュールでございますが、間もなく令和３年 7 月 20 日に第 1 回

の指定管理者の選定委員会を開催したいと考えております。それから市報にも掲載

しておりますが、令和 3 年 8 月 2 日に指定管理者公募の募集要項の公表を予定し

ているところで、こちらは大体、令和 4 年 2 月定例会において、指定管理者の議決を

いただきたいと思っております。項番５番その他といたしまして、こちら北千里につき

ましては、木材利用のモデル施設となっておりますので、図書館家具について国産木

材、特に能勢産材を活用した家具を作成するということを考えておりますので、現在

その木材の確保も含めまして今年度から、事業者の選定を行いまして、7 月 12 日に

入札を行いまして落札はしているんですけれども、現在契約期間ということもありま

して、事業者名と契約金額の方はまだ公表の方ができる状況ではないんですけれど

も、こちら 1 億 7,045 万 9,000 円の予算の範囲の中で事業者の方は決定してい

るところでございます。北千里についてのご報告は以上でございます。 

瀬戸口委員長：ただいまの北千里小学校跡地複合施設に関して、先ほども分室の良さをい

かに担保するかという質問がございましたけれども、今の説明を受けて追加の質問
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等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

岩本委員：私は指定管理者制度の導入には反対なんですけれども、先ほど飯田委員が聞い

ておられたことで、図書館全体の方針を決める館長会議には、どなたが出席され

るのか教えていただけますか。 

北野主幹：館長の会議につきましては、指定管理者の館長にも来ていただくことを考えており

ます。また、北千里担当の市職員の司書も参加することを考えております。 

岩本委員：その他、文科省で実施する新任館長研修については、だれが出席するのでしょう

か。 

林野館長：新任館長については、北千里図書館の司書としての館長はおかないので、そちら

の研修への参加は思っておりません。市が行う業務を行うリーダーは置きますけれ

ども、館長職ではないので、そちらを統括するのは、まだ検討中ではございますが、

中央図書館長という組織図を考えております。 

訂正をよろしいでしょうか。研修の在り方についても、実際の実務を担当します職員

が館長に匹敵するような図書館の根幹業務を担うのであって、その者が参加できる

ような工夫は行っていきたいと思っております。 

鈴木委員：私は北千里の図書室を利用させていただいているんですけれど、北千里図書館と

比較して規模はどうなるのかお尋ねします。 

北野主幹：現在の北千里分室は、所蔵が約 33,000 冊ということでございまして、今回供用

開始時には５５，０００冊ということで、庁内では了承を得ているところではございま

すけれども、購入等もございますので、一応供用開始時は 55,000 冊、現在、視聴

覚資料はございませんので、こちらについては 3，000 点を導入できるよう準備を

進めているところでございます。 

鈴木委員：図書館によっていろいろ特色があると思いますが、今回の北千里図書館にはどん

な特色がありますか。 

北野主幹：今回の施設は児童センターと共有するというところもございますので、まず、児童

センターには本来児童閲覧室が必要なんですけれども、図書館があるので児童セ

ンター内には児童閲覧室は設けず、図書館の児童閲覧室を利用いただくということ

を考えておりますので、まず児童書コーナーを充実させるということが 1 点、それか

ら中高生の居場所づくりという地域のご意見をいただいておりますので、YA エリ

アを充実させたいということを考えております。また、公民館の方も多いですので、

趣味のコーナーの充実も考えておりまして、特色がないかもしれないんですけれど
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も、いろんな世代が楽しんでいただけるようなエリアの配置の方考えておりまして、

健都ライブラリーのような健康に特化という形ではないんですけれども、各世代が

楽しめるような、配架の仕方を考えているところでございます。 

以上でございます。 

岩本委員：指定管理者が設置する施設長が館長を兼ねるという件ですが、司書資格を取っ

てもらうということを考えていただけないでしょうか。 

北野主幹：公募条件として必須ということは難しいかと思っておりますけれども、評価の中で

そういったことができないかどうかは、今いただきましたご意見は貴重なご意見とし

て参考にさせていただきたいと考えております。 

瀬戸口委員長：委員からのご意見は複合施設ということで図書館機能が弱体化するのでは

ないかと危惧がおありなんだと思いますが、今、事務局から説明があったように図

書館が埋没しないようにしっかり従来の図書館機能を維持していけるようサービス

を考えていく必要があるのではないかと聞いていて思いました。 

柴田委員：北千里の施設の指揮系統については、図書館も含めた全体としての館長を指定

管理者の方がされるということですよね。であれば、新任館長研修には、やっぱり参

加していただくべきだと思います。司書資格を有しない館長であっても参加すべき

ものだと私は認識しているのですけれども。 

林野館長：先ほど私の確認不足もございまして訂正させていただいたところでございますが、

もちろんいろんな知識を得ていただくのが研修の場だと思っておりますので、もし

可能でありましたら施設長と、こちらの北千里図書館で図書館の根幹業務を担うリ

ーダーである司書とふたりそろって参加できるのがベストな状態かなと思うので、

研修主催者に参加可能であるというふうに言っていただければ、そのようにしてい

きたいと考えております。 

補足ですけどそうやって両名が参加することによって、施設運営にとって情報共有、 

意見交換を同じ知識を持って、行っていただけるのではないかなと思っております。 

高田委員：今の話の続きですけれども、北千里の児童センターの館長も施設長が兼務すると

いうことは、図書館の館長と児童センターの館長が同じということですよね。今まで

そういう事例はあるんでしょうか。 

北野主幹：吹田市としては初めてでございます。 

高田委員：それは業務として成り立つというイメージでやられているんでしょうか。 

北野主幹：私どもとしましては、融合施設の指揮系統として効果があるという判断でそのよう
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な体制にしております。 

高田委員：それでしたら、なおさら図書館の館長は図書館に精通された方がよさそうですよ

ね。 

北野主幹：募集要項等がまだ確定前でございますので、今いただきましたご意見につきまし

ては、また内部で協議させていただいて、反映していけるよう努めて参ります。 

瀬戸口委員長：今いただいたご意見についてご検討いただいて、今おっしゃっていただいた

ように複合施設の長はすべての施設の長であるということで、図書館に関しても精

通した方になっていただくという形で方向性を検討いただければと思います。 

 

エ．江坂公園のパーク PFI に係る江坂図書館の再整備について 

林館長：江坂公園 PFI にかかる江坂図書館の再整備について、項番１ 江坂公園の管理運

営におきまして、民間のノウハウを活用し効果的かつ効率的な館運営が行われるよ

う指定管理者制度が導入されることになっております。それに合わせて、江坂公園

の中にあります江坂図書館についても公園と一体的に管理することで魅力向上を

図るため指定管理者制度を導入することになりました。それに伴い吹田市立図書

館条例及び吹田市立健都ライブラリーの指定管理者に関する規則の一部を改正い

たしました。改正内容としましては、図書館条例については第 6 条、指定管理者に

よる管理という項目について管理の対象館として江坂図書館を追加いたしました。

指定管理者に関する規則ですが、名称が吹田市立図書館の指定管理者に関する

規則、と変わりまして、その中に江坂図書館に関する記述を追加しております。項番

２でございますが、再整備事業に係ります事業費ですが、指定管理委託料としまし

ては、限度額を 14 億 2,318 万円とする、令和３年度から令和２３年度の債務負担

ということで計上しております。図書館に係る費用は６億 4,204 万円、年間にしま

すと、3,210 万 2,000 円となっております。またパークＰＦＩ費用いたしましては、来

年度から整備が始まるんですけども令和４年度から令和５年度の総額として３億 

７００万円、その内図書館が入っております施設に係る費用は 1 億 8,400 万円とな

っております。 

項番３ 指定管理者候補者選定委員会の開催日程を記載しております。すでに

第 1 回を 6 月 18 日、第 2 回を 7 月 13 日に開催しております。現在、募集要項の

公表に向けて資料の確定作業を進めております。１１月下旬に予定しております第 3

回の選定委員会において、指定管理者候補者を選定いたします。項番４でございま
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すが、地域の住民の方向けに説明会を開催いたしました。６月２７日に第１回目を開

催した際の資料を参考にお付けしております。 

第2回は、つい先日７月１２日に開催されまして、第 1回の質問に対する回答です

とか、また新たなご意見とかも頂戴しております。裏面にまいりまして、スケジュール

を記載しております。令和３年７月下旬頃としております指定管理者候補者選定に

係る募集要項の公表は北千里の複合施設と同日になります 8 月 2 日と変更になっ

ております。また市民説明会の開催がコロナの関係等で遅れたりとかいろんなこと

がありまして、スケジュールが少しまだ不確定な部分がありまして、来年度すぐに工

事等にかかれるわけではないスケジュール感となっております。以上でございます。 

 

オ．自動車文庫次期事業について 

梶原館長：次第４－オ、自動車文庫次期事業についてご説明します。 

項番１ 吹田市立図書館の管理運営に関する規則の一部改正について、 図書

館から遠い地域に自動車文庫車両が巡回して図書館サービスを行ってまいりまし

たが、市内１０番目の図書館である健都ライブラリーが昨年１1 月に開館し、図書館

網の整備が完了したことから、自動車文庫を廃止することになりました。それにとも

ないまして、吹田市立図書館の管理運営に関する規則 の中の、自動車文庫による

貸出しの記述を削除いたしました。 

次に項番２ 自動車文庫廃止の周知についてです。 

まず、市民巡回廃止の周知についてですが、市民に向けて、市報５月号、７月号、図

書館ホームページ、巡回時のちらし配布で周知しています。ステーション関連の自

治会、マンション管理組合等には、本来でしたら訪問してご説明するところですが、

コロナ禍のもとでしたので、訪問は控えて、文書で周知いたしました。 

次に、高齢者施設、障がい者施設、児童福祉施設の巡回の廃止については、各

施設に、文書で周知いたしました。 

留守家庭児童育成室、学童については、自動車文庫車両での巡回は廃止いたし

ますが、学校連絡便の車両での配本方式に切り替えいたします。その旨を各室に文

書で送付しました。 

 

次、項番３ 新規事業として、学校等への配本を始めます。車両運行及び配本に

係る業務は事業者に委託いたします。先日、入札を行い落札が決定いたしました。
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現在、契約手続きを進めております。 

小中学校への連絡便について、ご説明いたします。 

全校を訪問いたしまして、配本場所、時間等について各校の希望を聞きとりました。

現在、具体的な配本ルート等を調整中でございます。 

配本頻度につきましては、小中学校各校に月 1 回、配本する図書の内容ですが、

読み物を中心としたおすすめ本セット、そして個別の希望により手配いたします団

体貸出の資料でございます。次に留守家庭児童育成室への配本について、各室へ

3 か月おきに配本いたします。現在、自動車文庫車両でも巡回しておりまして、その

巡回頻度と同じです。 

続きまして、障がい者施設への配本について、対象施設は吹田市立障害者支援

交流センターあいほうぷ吹田のみです。こちらも現在、自動車車両で巡回しており

ますが、配本サービスに切り替えます。配本の頻度は、およそ一か月半となります。 

続きまして、 来館困難地域の配本ついてご説明いたします。配本場所は６か所

でございます。まず、「春日会館」 春日町 3 丁目です。次に「江坂山北公園 」千里

山西 2 丁目にございます。次に「青葉丘南公園横」 青葉南 13 番でございます。次

に「こすも公園横」東御旅町 10 番にございます。「博物館・紫金山公園駐車場」五月

が丘東4番でございます。そして「吹田南地区公民館」南吹田4丁目にございます。 

図書館から半径 1 ㎞圏外であること、公の施設か公園での駐車場所が確保でき

ることを条件に場所を選定しました。配本頻度は２週間おきとなります。市報７月号、

９月号、図書館ホームページ、巡回時のちらし配布で周知いたします。 

 

項番４ 子ども読書活動推進センター機能について、でございますが、今年度は、

小中学校への配本の定期運行の試行及び子ども読書活動推進計画の改定を行う

予定でございます。また、教員や読書活動支援者への研修・市民向けの出前講座講

師派遣等も充実させ、幅広く情報提供を行うことで子どもの読書活動を支援してま

いります。他部署との連携において、図書館での窓口を一本化することで、よりわか

りやすく利用しやすくすることを目指します。 

以上でございます。 

瀬戸口委員長： 自動車文庫次期事業について、ご意見、ご質問をお聞きしたいと思います。 

岩本委員：市内小中学校に対してのサービスなんですが、現行のごりまる便月２回が月１回に

減ってしまうんですね。現在、月２回利用している学校からしたら、サービス低下に
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なると思うんですけれど、これについて今は試行ということなんですけれど、来年度

からでも何か学校教育の方にも協力してもらうとかして、最低月２回は希望すると

ころだけでも、何かできないかなと検討をお願いしたいです。 

梶原館長：現在のごりまる便月２回と言いますのは、希望した学校５校に図書館の本を届け

ております。この新しいサービスにつきましては、予約なしですべての学校に定期的

に車が行くという内容になっております。確かにごりまる便に予約いただいて月に２

回巡回できていた学校もあり、そういった学校についてはサービスの低下となって

しまうところもございます。このサービスを始めるに当たりましてアンケートを取りま

して学校の方からも巡回の頻度につきましては、隔週もしくは毎週というご希望が

多うございました。図書館といたしましても、毎週巡回できる予算で要求はいたしま

したが、令和３年度につきましては月１回という結果となってしまいました。 

林野館長：補足でございますが、確かに月 2 回が月 1 回となりますと、すごく少なくなった感

じがするかもしれませんが、まず今年度後半につきましては、小中学校５４校すべて

巡るということを限られた予算の中でまず試行ということで実施いたします。今後、

頻度をあげて巡回していくということにつきましては、こちら図書館側だけで頑張っ

ても、限界がやっぱりあるのかなと思いますので、学校教育部とも、まだ、協議等重

ねまして、両方の部から必要、そして継続、そしてまた頻度を上げるような取り組み

を令和3年だけでなくあとに続けるような努力は続けていきたいと思っております。 

柴田委員：私も、ごりまる便の巡回頻度について、岩本委員の意見に賛成です。今回は全校

への巡回のため、一旦巡回頻度を下げざるを得なかったということですが、予算の

問題もありますから簡単にいかないのはわかってはいますけれども、全校に高い頻

度で巡回するのが理想だと思いますので、委員としましては、そうなることを希望す

る旨、発言させていただきます。 

武田委員：学校の立場としてですけれども、おっしゃっていただいたように、このアンケートを

いただいた時は、できればたくさん来ていただけるとありがたいということが本音の

ところでした。ただ、ここで書かれている現行のごりまる便の方は希望した学校とい

うことで、学校で調べ学習の時に、本を貸して欲しいんですとお願いするときに、で

きるだけたくさん貸していただきたい、またもっと頻繁に貸し借りをお願いしたいと

いうところもありますが、今回月 1 回全校にということになりましたので、もちろんち

ょうどその時に貸していただきたい本を要求する部分もあるんですけれども、それ

に加えて月 1 回定期的に来るということで、意図的に計画的に、お願いすることが
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できることになるかなと思いますので、まず始めていただけるっていうところでぜひ、

予算を増やしていただいて、回数を増やしていただけたらなと思っております。 

 

カ．「すいた電子図書館」のサービスの開始について 

添田主幹：電子図書館サービスの開始についてご報告いたします。 

コロナ禍において、非来館型サービスの拡充としまして、電子図書館サービスを開

始いたしました。個々の事情により来館が難しい方々にも一定サービスの提供が可

能となりました。今後、従来の資料に加え、新たな生涯学習のツールとして、電子図

書の収集と提供を進めて参ります。まず当初は約 700 タイトルから開始し、今年度

中に約 1000 タイトルといたします。来年度以降は約 300 タイトルずつ購入してい

く予定でございますが、期限付きのコンテンツも含むため、単純計算で増加するの

ではなく、年間約 1000 タイトルほど保持する形態となります。コンテンツの内容とし

ましては、子どもから大人まで、絵本からよみもの、実用書など幅広く購入してまい

ります。特徴的なコンテンツとしましては、語学学習や資格試験の問題集、洋書絵本

などを、そろえていく予定でございます。電子書籍の特徴といたしまして、音声で聞

けるもの、動画で見れるもの、文字の拡大ができるものもございますので、こちらも

あわせてそろえていく予定にしております。 

項番２ サービスの開始時期といたしましては、すでに開始しておりますが、令和

3 年 7 月 1 日午後１時から開始しております。項番３ 貸出点数・期間としましては、

３点まで２週間お借りいただけることになっております。 

 

 

キ．読書貯金「すいぽんつうちょう」の市立小学校全児童への配布について 

添田主幹：読書貯金「すいぽんつうちょう」の市立小学校全児童への配布について、ご報告い

たします。 

以前より、図書館に来館された小学生に対して、読んだ本のタイトルや感想を記

録できる「すいぽんつうちょう」を配付していました。この度、ガンバ大阪と連携し、デ

ザインにガンバ大阪の「ガンバボーイ」と吹田市の「すいたん」を使用した冊子を作成

し、5 月から 6 月にかけて、吹田市立小学校全児童に配布しております。 

       冊子には、読んだ本５０冊が記録できるようになっています。50 冊読了した児童

には図書館で「すいぽん」のシールを貼り、認定証にその児童の名前を記入し表彰
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するというかたちにしております。図書館に来館ができない児童に対しましては、学

校の先生やご家庭で認定証にご記入いただけるようにしております。 

       今後の計画としましては、小学校入学の際に新 1 年生全員にガンバ大阪連携の

「すいぽんつうちょう」を配布してまいりたいと考えています。 

 

５ その他 

ア.次回の日程調整  後日調整 

イ.その他 

添田主幹：夏休み文庫「もうよんだかな？」「てくてく」の実施について、ご報告いたします。

「‘21（第 47 号）もうよんだかな？」及び「てくてく 2021」でございますが、昨年出

版された子どもの本の中から、夏休み期間にあわせ、図書館司書が読んでほしい

本を厳選し、内容紹介付きのパンフレットを作成し図書館で配布しています。小学

生に「もうよんだかな？」、中学・高校生世代に「てくてく」という風にしております。

また、夏休み前に、市立小学校及び中学校を通じて全児童・生徒にダイジェスト版

ミニ版を配布しています。 

例年でしたら「てくてく」の特集ページは中高校生の編集委員を募集して作成し

てもらっていましたが、昨年度は新型コロナウイルス感染症のため、編集委員の募

集ができませんでした。そのため、今年度の「てくてく」の特集は図書館の若手職員

の想い出の本をテーマにしております。7 月 10 日から 8 月 31 日の間、各図書館

で「夏休み文庫」と称し、特設コーナーを設け、掲載図書の貸し出しを行っておりま

す。 

瀬戸口委員長：委員の皆さんの方から何かございませんでしょうか。 

磯田委員：今日の議題の中で北千里小学校跡地の問題と江坂公園の PFI 問題について、非

常に箇条書きで細かく調査されて、何月何日に何億の予算でどうのこうのというこ

とを時間をかけて説明されておりましたけど、はっきり言いまして、北千里小学校

跡地複合施設の運営と江坂公園のＰＦＩの運営と、そのコンセプトなり、図書館とし

ての思いなりを、もっとはっきり伝えていただきたいんです。いつ何億使おうが、は

っきり言って、私たちにとってあんまり興味ないことですんで、吹田市の図書館とし

て民間業者を入れて、肝心なところは吹田市が押さえますよと。民間業者にはこれ

だけのことしかさせませんよ、というふうなことの姿勢も示していただきたいんで

す。数年前か 10 数年前か公立図書館に古本屋さんとの共同環境を作って、古本
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屋さんがいい加減なことして、図書館の蔵書がぐちゃぐちゃになったという事例が

ありました。我々皆さん委員さんもそういうことを心配されると思うんで、吹田市の

図書館としては、民間導入するけれど、肝心要のところはきちっと押さえますという

ふうなことの説明があれば、後のことはもう流していけるわけなんです。それがな

いから、何かもう訳わからなく、時間だけを注入すると、いうふうなことを非常に感

じました。 

瀬戸口委員長：次回の協議会で結構ですので、図書館の今後の方針というか、市立図書館

全体として、これからのサービス指針と事業者に任せるということの関連性である

とか、その辺りのことがもう少し明確になれば、わかりやすいと思いますので。その

あたりの説明がありましたら、また追加でお願いしたいと思います。 

林野館長：ご意見ありがとうございます。次の第２次基本構想の策定の中で、もちろん江坂、

北千里を含めまして各館の特色、これからの 10 年をどうしていくかっていうのが、

そのコンセプトであったり、運営は、民間業者ではなくってこちらも私ども作文して

作り上げて、示していくこれから先の 10 年のマスタープラン、私たちの活動の元に

なるものとして策定していきたいと思っておりますのと、先ほどご意見いただきまし

たように、他の自治体さんで事例もおっしゃっていただきまして、例えばですね、指

定管理者導入っていうのは、もう反対だというご意見もございましたけれども、よそ

さまでしたら、図書館だったり他の公共施設を指定管理者に全部、言い方悪いです

けれど丸投げといいますか全部任せてしまうというのは一つの手法ですけれども、

吹田市立図書館が一貫してやっておりますのは、ある程度マニュアル化できる業務、

今も委託事業者が行っている業務は、指定管理の施設管理の中の業務に含めまし

て一括してだしますけれども、蔵書の管理ですとか、読者相談ですとかそういった

司書ならではの継続性専門性といったものは民間には渡さない、いずれの館も司

書資格を持った市の職員が責任をもってそれを続けていきたいということは、この

場をお借りして申し上げます。よろしくお願いいたします。 

瀬戸口委員長：本日の案件は以上です。本日は、これで終わらせていただきます。長時間、 

     お疲れさまでした。 

                                                                

本要録並びに配布資料は、吹田市立の各図書館及び市民総務室で閲覧可能です。 

要録作成日：令和 3 年（2021 年）１０月２０日 


